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部 局 名  大学院医学系研究科・医学部 

顔写真欄 

（写真ファイルを貼り付け

てください） 

氏 名 徳永 勝士 

職 名 教授 

本学在職期間 平成 7年 9月～平成 31年 3月 

所 属 国際保健学専攻 国際生物医科学講座 人類遺伝学分野 

専 門 分 野  人類遺伝学、ゲノム医科学、免疫遺伝学 

略 歴 

昭和 52 年 3月 本学理学部生物学科卒業 

昭和 57 年 3月 本学大学院理学系研究科博士課程単位取得退学 

昭和 57年 4月 日本学術振興会 奨励研究員 

昭和 58 年 1月 本学理学部 助手 

昭和 59年 1月 理学博士（東京大学） 

平成元年 4月 本学医学部附属病院 助手 

平成 4年 6月 日本赤十字中央血液センター研究部 課長 

平成 7年 9月 本学大学院医学系研究科人類遺伝学分野 教授 

平成 19年 4月 本学大学院医学系研究科国際保健学専攻長（〜平成 25年 3月） 
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